
  

 

 

 

 

【大昔のくらしってどんなものだろう？】 

「今から１万年くらい前の人々のくらしってどんなものだと思いますか？」と聞かれたら、皆
みな

さん

はどんなくらしを想像
そうぞう

しますか？ 住んでいた建物
たてもの

は？ 食べていた物は？ 使っていた道具は？

たくさんのことが想像できると思います。現在
げんざい

、松阪市文化
ぶ ん か

財
ざい

センターはにわ館
かん

第２展示室
てんじしつ

では、春

季学習支援
し え ん

展示「大昔のくらし ～縄文
じょうもん

・弥生
や よ い

・古墳
こ ふ ん

時代～」を開催しています。この展示は、縄文

時代、弥生時代、古墳時代の３つの時代の生活の様子や土器
ど き

や埴輪
は に わ

の特徴
とくちょう

などを紹介
しょうかい

しています。

今回は少しですが、展示の内容を紹介したいと思います。 

【縄文時代の食事替え！？】 

「今日のご飯
はん

、何食べたい？」よくある日常の会話です。現在は、コンビニエンスストアやスーパ

ーマーケットなど、お店に行くと食材を購入
こうにゅう

することができます。 

縄文時代には、コンビニエンスストアやスーパーマーケットはもちろんのこと、飲食
いんしょく

店
てん

などのお

店もありません。では、どのように食材を手に入れていたのでしょう。それは、自分たちで狩猟
しゅりょう

や採
さい

集
しゅう

をして食材を手に入れていたのです。日本には、四季
し き

があり季節
き せ つ

によって気温
き お ん

や湿度
し つ ど

が変わりま

す。そのため、季節
き せ つ

によって、とれる食材やとる方法が変わってきます。 

春 … 山菜
さんさい

と貝の季節       夏 … 魚とりの季節 

秋 … 木の実・キノコ集めの季節  冬 … 狩
か

りの季節 

このように、縄文時代の人は季節に合わせて採集
さいしゅう

するものや 

狩猟
しゅりょう

の方法を変えていました。衣替
ころもが

えならぬ「食事
しょくじ

替
が

え」とい 

ってもいいのかもしれませんね。 

【縄文時代の人は道具の質にこだわっていた！】        縄文時代の食事の様子 

縄文
じょうもん

時代にも流行があり、とくに質
しつ

にこだわっていたようです。弓矢の先につける矢じりや獲物
え も の

を解
かい

体
たい

するためのナイフは、するどい切れ味が必要となります。そのため、特別
とくべつ

な石が使われていま

した。最初
さいしょ

は、地元
じ も と

の川原
か わ ら

でひろうことのできるチャートという石が使われました。その後、奈良県

と大阪府の境
さかい

にある二上
にじょう

山
さん

でとれるサヌカイトとよばれる石が最
もっと

も多く使われるようになります。

岐阜県でとれる下呂
げ ろ

石
いし

や長野県から運ばれた黒曜
こくよう

石
せき

もわずかながら使われています。三重県産の石で

はなく、各地から質にこだわった石を取り寄せた大昔の人は流行に敏感
びんかん

だったのかもしれませんね。 

 

松阪地域には、たくさんの遺跡
い せ き

や古墳
こ ふ ん

があります。春季学習支援展示の石器
せ っ き

や土器
ど き

、鉄器
て っ き

、埴輪
は に わ

な

どの資料は、松阪地域にある遺跡
い せ き

や古墳
こ ふ ん

から発見されたものです。みなさんも地域の歴史を探求
たんきゅう

し

に、是非
ぜ ひ

はにわ館に足を運んでみてください！（担当） 

 

【国宝って、どれだけすごいの？】 ～所長からひと言～ 

今回は国宝になることが、どれほどすごいことなのか、ご紹介し 

ます。国宝は、国を代表する宝として、文化庁
ぶんかちょう

の専門家
せんもんか

の会議で決 

定します。学問的な価値
か ち

が抜
ぬ

きん出ているだけでなく、特に美術的 

にも優
すぐ

れたものとして、重要
じゅうよう

文化
ぶ ん か

財
ざい

の中から選
えら

ばれます。 

三重県内では、これまで国宝は、津市の高田
た か だ

本山
ほんざん

専修寺
せんじゅじ

が４件、 

伊勢
い せ

神宮
じんぐう

が１件、朝
あさ

熊
ま

山
やま

金剛
こんごう

証寺
しょうじ

が１件それぞれ所有
しょゆう

しており、今 

回の松阪市が所有する宝塚
たからづか

一号墳
いちごうふん

出土
しゅつど

埴輪
は に わ

で７例目となります。 

日本国内では、国宝の埴輪
は に わ

は今まで２例あります。一つは映画

「大魔
だ い ま

神
じん

」のモデルになった武人
ぶ じ ん

埴輪
は に わ

。もう一つは三人
さんにん

童女
どうじょ

で知られ

る綿貫
わたぬき

観音
かんのん

山
やま

古墳
こ ふ ん

出
しゅつ

土
ど

の埴輪
は に わ

です。両者は、いずれも古墳時代後期

とされる６世紀につくられた群馬県出土の埴輪
は に わ

です。古墳時代中期

（４世紀末～５世紀）の埴輪
は に わ

としては宝塚
たからづか

一号墳
いちごうふん

出土
しゅつど

埴輪
は に わ

が初めて 

となります。 

 

文化財センタ―  はにわ館＆ギャラリー催し物予定 

【はにわ館】 入館料 110円  18 歳以下無料  開館時間 9：00～17：00 入館は１６：３０まで  

第１展示室 常設展     「宝塚古墳の謎」 

第２展示室 学習支援展示  「大昔のくらし～縄文・弥生・古墳時代～」  ４月１３日(土)～ ６月９日（日） 

 

 

第１・２Ｇ ◆青春のグラフティーアート展  
５月 ４日（土）・５月 ５日（日）  ９時～１７時  ※最終日は１５時半まで 

 
第１Ｇ   ◆フォトクラブ遊遊 第３０回写真展 

５月１７日（金）～５月１９日（日） １０時～１７時  ※初日は１３時から、最終日は１６時まで 

 
第２Ｇ   ◆勢風盆栽展 

５月１７日（金）～５月１９日（日）  ９時～１７時  ※最終日は１５時半まで 

 
第１Ｇ   ◆サークルミモザ 押し花作品展 

５月２３日（木）～５月２６日（日） １０時～１６時半 ※初日は１３時から、最終日は１６時まで 

 
第２Ｇ   ◆フォトサークル美写紋 第１回写真展 

５月２３日（木）～５月２６日（日） １０時～１７時  ※最終日は１６時まで 

 
< ５月の休館日  ７日（火）  １３日（月）  ２０日（月）  ２７日（月） > 

 

【発行】松阪市文化財センター       文化財センターの情報はこちら → 

【☎】０５９８-２６-７３３０   

【HP】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/ 

  「大昔のくらし」の 

展示
て ん じ

！開催
かいさい

中です！ 
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